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 要 旨   

目的： 

本研究の第一の目的は、親の飲酒問題を認知しているスウェーデン人の青年割合を推定す

ることである。また、身近に大量飲酒者がいるかどうか、いるとすればそのことで自分が

傷ついているか、あるいは、問題を起こしているかという内容のアンケート調査を行った。 

 

方法： 

16～19歳のスウェーデン人 1,000名をターゲットにウェブパネルより無作為に抽出し、ウ

ェブを基本とした調査による横断研究にて検討した。6 つの質問に、「はい」または「いい

え」で答える Children of Alcoholics Screening Test (CAST-6)を含む質問票を用い、両親

の飲酒問題を認知しているかどうかを評価した。また、身近に大量飲酒をしている誰かが

いるかどうか、いるとしたらそのことが、彼らに問題を起こさせているかについて質問し

評価した。データの重みづけには事後層別法を用いた。全回答者は 353名（回答率は 35.3%）

であった。 

 

結果： 

飲酒問題のある親をもつ青年の割合は 20.1%であった。さらに 44%が身近に大量飲酒者が

いると答えており、このことが彼らを傷つけあるいは彼らに問題を起こさせたと答えた割

合は 9.6%であった。 

 

結論： 

我々の知見は、過去の研究結果と同様であった。過去の研究ではより間接的な方法を用い

ており、本研究においては問題の大きさを評価するために精神医学的インタビューあるい

はアルコール摂取の自己申告を用いている。 

 


